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論文内容要旨
 本論文 は阿武隈高 原 東縁に沿い, 福島県双葉郡 富岡 町夜ノ森 西方か ら茨 城県日立市川尻に至る南 北
 100㎞にわ たっ て分布 している 常磐第 三系石城層 に関す る堆積学 的研究で, 特 に堆積岩々 石学 的研究
 から石城層中 の堆積物の特徴を究明し, さ らに堆積過程および堆 積盆の復元を 目的としたもので あ る。
 石城層ば常磐第三系の最下部臼水層群の下部をな す層で, 大部分が陸成堆積物で特徴づけられ, 下部
 に常磐 炭田 の主要稼行炭層を來在してい る。 日水層 群は下位より 石城層, 浅貝層 およ び臼坂層の3層か
 ら構成さ れ, 陸成層 から海成 層へと移行し 堆積輪廻 の一 部分 をなしている。
 石城層は古生層, 臼亜紀層, 花崗岩およ び阿武隈変成岩類からなる基盤を不整合に覆い, 一般走向
 傾斜 N10。E～ N1 0。W, 10。E をも ち, 等斜構造を呈して帯状 に分布してい る。 各地域で 岩相が著し く変
 化し, その変化 は便宜 上, 調査地域中に発達する2っの 断層(北よ り, ニッ箭, 湯ノ 岳断層)によって
 本地域 を双葉・ 石城・多賀の3地区に区分 する ことができ る。
 双葉地区の 北部 では 砂岩 ・頁岩・炭層, 同地区 南部では礫岩・砂岩 ・頁岩・ 炭層 か らな る小 堆積 輪廻
 が発達している。 石城地区で は, 下部で は礫岩・ 砂岩・頁岩・炭層か ら、な る小堆積輪廻 を呈 し, 上部で
 は砂岩優勢の 岩相 となり, 小堆 積輪廻の発達は 明瞭には観 察さ れない。 多賀地区においては 砂岩・ 頁岩
 炭層 からなる小 堆積輪廻が発達し, 双葉 地区北部のそれに似 る。 層厚は石城地区の湯 本附近で 400 m,
 双葉地区の南部で200 m, 同地区北部で 100～ 150 m, そして南方の 多賀地区で 250 ～ 300 mである。
 各 地区 内の対 比は上述の小堆 積輪廻の 発達に基づい て行なわれてい るが, 全域の対比は 石城地区の石
 城層上部において小堆 積輪廻 の 発達が不 明瞭で この地区にお ける上部の 対比 は確 実性 を欠いている。
 堆積物の分析は石城層の構成物である礫岩・砂 岩および粘土鉱 物について, 構成鉱 物, 組成ならびに
 その水平的, 垂直的変化, 粒度分布, 粒子形態などについて検討 を加え, 石城層の堆積物の特徴を見い
 だし た。 すなわち, 基底礫岩の礫種組成変化屯 耐久度の低い輝岩, 緑色片岩, 花嵐岩礫が含有されて
 い る地 点が局限さ れ, その地点の後背地には現在も上述の 着類が分布している点か ら, 当時の 基盤岩類
 の分布 が現 在のそれに近似してい たことが推論さ れる。
 粒度分析の結果, 石城層の砂岩は淘汰が悪 く, 基質を多く含んでお り, 粒径累積曲線か ら4っの型に
 大別できる乙とが認め られ, Type 皿,W の型が石城層の砂 岩の 粒度分布を特徴づけ る。 粒度 分布は粒
 度の大小にか かわらず moderate～ poor sorted・ fine skewed を呈している( Folk, 1954 )。
 さらに, 淘汰度と歪度と の関係から河川堆積物で あることが示さ れ, Vlsher( 1969 ) が示したアメ
 リカ, オクラホマにおけるミズーリ 統の砂岩を始めとする各地質時代の河成 堆積物の 分析結果を示した
 粒径累積曲 線に石城層のそれが良く一致する。 また, G-M pattern による粒度分布の解析( Passega,
 1957 ) において もそ の大部分が ch細口d ～ braided stream による堆積物であ ることが明らかにな
 つ た。
 砂岩組成の特 徴としては, 構成物が石英・ 長石 や, 雲母・角閃石・ 輝石およびその 他の重鉱物類のほ
 か, 砂岩'頁岩・チャート・緑色片岩・斑岩・火砕岩な どの岩片と多種 にわたる乙とで, 石城層 の砂岩
 の構成物が多くの源岩から供給を受けた乙とが明らかとなった。 この構成 物中 に, 現在の基盤地域に分
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 布のないチャー トと火砕岩(玄武岩 質安山岩) が含有されているこ とは 注目に 値す る。
 石城層の砂岩を構成物によっ て分類すると き, 三角図の端成分 を石 英, 長石およ ぴ岩片として表わす
 (Van Ande1, 1958;岡田, 1968 )と, 三角図の中央部から岩片端にかけて位置し, 石城層の砂岩
 が岩片を多く含んでいる特徴を良く示して いる。 しかしながら源岩の 変化 に伴う砂岩分類上の位置の変
 化 は認 められ ない。 ひるがえって, Fo lk (1954)により端成分を変成岩 源, 火成岩源および堆積岩源と
 した場合には, 現在の基盤岩中, 変成岩が分布する地域の砂岩に おいて, 変成 岩源端が増加しているこ
 とが識別で き, したがって石城層堆 積時の基盤岩の 分布が現在 のそれに 近似していたこ とが推論でき る。
 しかしなが ら, 石城層を構成する砂岩 の大部分を占める岩片を多く含 む砂岩と岩片 をほとんど含まない
 アルコーズ質砂岩との識別ができな い欠点を有し, 構成 物による砂岩の分類にあたっ ては目 的に応じて
 端成分を選ぶ必要性のあ ることを示 すものと 考え られ る。
 堆積物は, 砂岩中に発達する斜交層理か ら, そのほとんどが西方地域 に供給源をもっことを暗示す る。
 石城層に多量に含まれてい るチャー ト礫・岩片については, 現在夏井 川上流の花儲岩地域に石灰岩が
 roof pe舐iaロt 状に分布していることか ら, 石城層堆債時にこれ と同様の 産状をもって分布したチャ ー
 ト層が削剥されっくし て, 現在では堆 積物中以外にはみとめられないとする考え と, そ の岩質が耐久度
 が高いにもかかわらず, 礫の円磨度が高いことか ら, 後背地に分布していた古生層, 臼亜紀層中の礫岩
 から二次的に供給さ れたとする 解釈とがあるが, これ らを確証するにた る証拠は得 ～れ なかっ た。
 砂岩の基質に ついてX線粉末回析によ り粘土鉱物 を同定した結果, モ ンモリロナィ トがほ とん どの試
 料中 に検出され, 砂岩の主 要結合物をなすこ とが明 らかとなり, 基盤近くにおける試料 は, ・花崗岩地域
 ではカオリン鉱物 緑色片岩地域ではクロライ トの存在が認められ, 基盤の 地質を反映してい る。 新た
 な事実として, 回折線中に沸石類のうち斜プチロライ トと同定で きるも のが認められ, 火山活動に伴う
 堆積物の存在が明らか になった。
 砂岩の鉱物組成の変化 を3地区のルー ト毎に検討 した結果, 含有されてい る粒子の中 で。 玄武岩質安
 山岩片倉有率が各ル ートにおいて同じく3っの層 準にて増大してい ることが認めら れた。 し か も, この
 3層準 の試料か ら斜プチロライトが検出され, 玄武岩質安山岩 片' と沸石の共存は密接な関係を有し, 石
 城層堆積時における火山活動の存在が明確になった。 したがって, 活動は3回存在 し, それは" 本層"
 (稼行主要炭層)堆積後, 石城地区の栃窪礫 岩堆積直後 そして石城層最上部の3回である。 玄武岩質
 安山岩 片と斜プチロライトの産出 が共存する 3層 準が 全地域に わた って確認さ れることによ り, これら
 は対比の手段として有効で あ り, これにより従来なさ れていた小堤 債輪廻による対 比を 確実なものとし
 た。 特に3回 目の火山活動は石城層 最上部の指示層として重要な意義をもち, 石城層の堆積盆の復元を
 可能にした。 上記3回 にわた る火 山活 動の時期をも って石 城層の堆 積過程 を以下のよ うに3つの 時階に
 分けることができる。、・
 (1〕 石城層堆積初期, 基底から"本層" 堆積までの聞, 全地域均一に沈降し, 石城層堆積当初に生じて
 いた基盤の 起状および地質 に応じて地域 的に特徴あ る堆 積物 を堆 漬し, 末期には稼行主要炭層(本暦)
 が堆積し た。 この時期 におけ る堆 積物の厚きは全域を通 じて40 m前 後であ る。
 (21 石城層堆積中期 "本層" 堆積後から栃窪礫岩堆積直後までの間, "本層"堆積後全地域非常に礫
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 質 な堆 漬物 が堆積し, 各地区とも 明瞭な小堆 積輪廻が発達している。 本時階におけ る堆積物の厚さは約
 100 mで あ る。
 (3〕 石城層堆積後 期 栃窪礫岩堆積直後か ら石城層最上部まで, 各地区において岩相が著しく変化する。
 石城地区において は当時開析が進んだ河川の河口に位置し, 三角州的環境のもとで供給された多量 の堆
 積物が厚い地層を堆領した。 他方, 双葉地区, 多賀地区では沈降が断続的で多数の炭層が堆積し, 石城
 地区と較べ岩相およ ぴ厚さに差が生じた。 3回目の火山活 動後堆積した上位 の浅貝層と の層位関係につ
 いて双葉地区では明瞭なダイアステ ム, 石城地区で は漸移関係として示され る。
 乙のように, 堆積岩々石学的研究の結果, 石城層の堆積中 3回の火山活動のあっ たことが確認さ れ,
 その結果, 堆積盆の復元およ び堆積過程が明らかになった。
 さらに, 石城層堆積後期に生じた差別的沈降は臼水層群堆積後に生じた NW-SE 走向をもつニツ箭,
 湯・岳断層の 形成にかかわりがあるものと考察される。
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 論文審査結果の要旨
 大上和良提出の論文は「 常磐第三系石城層の堆積学的研究」 と題 し, 石城層堆 積時 の古地 質・ 古環境・
 堆積過程およ び地殻連動 を層 序・ 構造お よび堆 債岩 岩石学 的研究結果から解明し たもので 4部か らな る。
 1, Hには野外調査で得られた資料をもとに, 層相 の特徴から, 常磐炭田 を北から双葉・石城お よび多
 賀の3地区に区分し, 各地区毎に岩相の特徴, その層位的変化, 小堆積輪廻によ る地区間の対比, 層厚
 の差異およ び構造 を述べている。 皿は石城層を 構成 す る礫岩・ 砂岩の岩石学的研 究であって, 礫・構成
 鉱物および岩片の種類, 粒径, 形態 の特徴を挙げ, 花崗岩礫・変成岩礫の多い地域には現在も己れらの
 源岩が分布することか ら, これらに ついては古地質は現在に近似であったこと, 現在は分布 の知 られな
 いチャ 一 ト, その他の堆 積岩もその礫の存在から当時後背地に発達していた乙とを推論している。 砂岩
 について は, その粒度分布 によ り4っの型に分'類し, これ らのう ち, 淘汰度が中程度ないし不良で, 正
 値の歪度をも っ2つの型が石城層の砂岩を特徴づ け, G-Mパターンによる吟味と相俟っ て, 大部分が
 網状流路 をも っ河 川の堆 積物である こ. とを解明し た。 また, 砂岩 構成粒子のなかに玄武岩岩片を見出し,
 それが全域をつうじ, 下部 ・中 部および 最上部の3層準に集中して出現することを見出 し, 3回にわた
 る火山活動のあった乙とを推論した。 さらに, 砂岩の基質をなす粘土のX線回折によ り, 全体的にモン
 モリロナィトが多いが, 基盤が花 崩岩頚か らなるところではカオリ ン, 緑色 変成 岩からなる地域ではク
 ロラィ トで代表きれ, と もに古地質の反映であると見ている。 ここ に重要な新知見は, 斜プチロ ライ ト
 の存在を明らかにしたことであ り, しかもこ れが 前述の玄武岩岩片の出現する3層準に一致するこ とは
 火 山活動の存在を支持す る有力な傍証であ る。 最後に IV で は, 3回 の火 山活 動で 石城層堆積時期を3期
 に分け, それぞれの時期の堆 債過程 を述べ, 古環境の変遷・層相お よび厚さの地域 差が 地殻 連動のそれ
 に起因 し, 後者はその 後の構造発達と密接な関係を有する可能性の強いことを挙げ, 以上を 総括して結
 論と してい る。
 本研究 は, 石城層の堆 債岩岩石学 的研究結果にもとづ き, 石城層の古 地質・古環境・堆積過程を明ら
 かにすると共に, 3回にわた る火 山活動の 存在を確証し, それにより地殻連動・堆 積過程のより綿密な
 時空 的解析およ び堆 債過程 を異にす る地域相互間 のよ り確実 な地 層対比を 可能な らしめた 点で, 成果は
 高く評価される。
 よっ て大上和良提出の論文は, 博士の学位論文と して合格と 認める。
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